
Perspective of Im
pression

Yam
agam

i Yukihiro

印
象
の
遠
近

ヤ
マ
ガ
ミ
ユ
キ
ヒ
ロ

二
〇
一
九
年

四
月
十
二
日﹇
金
﹈
│ 

二
十
八
日﹇
日
﹈

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
パ
ル
ク



Perspective of Im
pression

Yam
agam

i Yukihiro

2019.4.12 Friday _
 28 Sunday  11 : 00 _

 19 : 00 
11 : 00 _ 20 : 00 on Friday  /  closed on M

onday

G
allery PA

R
C

 

│
印
象
の
遠
近

ヤ
マ
ガ
ミ
ユ
キ
ヒ
ロ

二
〇
一
九
年 

四
月 

十
二
日﹇
金
﹈ 

│ 

二
十
八
日﹇
日
﹈
　
十
一
時 

│ 

十
九
時

﹇
金
﹈の
み
十
一
時 

│ 

二
〇
時 

／ ﹇
月
﹈休
廊  



P r e s s  R e l e a s e : 2 0 1 9 . 4 . 1 1

　Gallery PARC［グランマーブル ギャラリー・パルク］では2019年4月12日（金）から4月28日（日）まで、ヤマガミユキヒロによる個展「印象の遠

近：Perspective of Impression」を開催いたします。

　本展は4月12日から5月12日まで京都市内を舞台に開催される［KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭 2019］のサテライトイベント「KG

＋2019」のスペシャルエキシビションとしても開催するもので、Gallery PARCでは5月3日から5月19日まで開催する田中和人による個

展「Self-Dual」と合わせ、作品上の技法としてのみならず、自らの表現における思考や眼差しに、写真・映像を組み込む作家による連続展と

して開催いたします。

　2000年に京都精華大学美術学部を卒業したヤマガミユキヒロ（1976年・大阪府生まれ）は、「キャンバス・プロジェクション」という独自の手

法による作品を展開しています。その作品は、綿密なリサーチにより選び出したロケーションから、建築や構造物を鉛筆で丹念に描画した

風景画（絵画）に、同一視点から撮影した風景（映像）をプロジェクターにより投影するものです。幾度も取材を重ねて撮影した朝昼夜や春夏

秋冬の光と色彩の変化、流れる雲や行き交う人々などの「時の流れ」が重ねられたとき、ある一瞬を描きとどめたモノクロの世界にうつろう

時間が流れはじめます。

　本展では、2014年に新宿・アルタ前の風景を長期に渡って取材して制作した作品《 都市の印象 》を展示いたします。行き交う人々や車、多

くの看板やインフォメーション、ネオンや電光掲示板など、雑然とした都市のうつろいとともに、ビルの狭間から遠く抜けるように広がる空

の表情の変化を見ることのできる本作では、同一視点から通し見る都市空間の構造が遠近法のもとに感じ取ることができます。また、本展で

は同時に、ヤマガミが近年に興味を寄せ、制作に取り組んでいる新作《 鴨川の印象 》を発表します。本作は京都の四条大橋から三条方面に向

かう鴨川沿いを西に向いた風景を題材に、キャンバス・プロジェクションよりその風景の印象を描き出そうとするものです。しかし、本作品

においてヤマガミはこれまでの一点透視図法による描画の構造を放棄し、複数の視点を導入した絵画制作に実験的に取り組んでいます。

　ヤマガミは本作品の制作プロセスとして、まず四条大橋の袂をスタート地点に、一回3分ほどの撮影（静止画と動画）をおこなった後、カメラ

を北側（三条大橋方向）におよそ4メートルほど移動させて再び撮影をおこない、最終的にこれを76回繰り返すことでおよそ300メートルの区

間の「鴨川沿いの風景」を撮影しています。次に、撮影した76の素材（静止画）から、それぞれ画面の中心部分のみを切り出して横に連続させ

て張り合わせることで、「遠近感がほとんど発生しない風景」をつくり出し、それを資料として参照しながら幅7メートルを超える和紙に墨

で風景を線描しています。また、そこに投影する映像も同様に76の素材（動画）を合成・編集していきます。

　この制作方法は作品の上に現実とは異なる様々な不整合を生じさせています。例えば、画面左から始めた撮影は、画面右に到達するまでに

合計で5時間あまりの時間を要したものであるため、結果的に作品上に朝焼けから昼、夕刻から夜までの時間が同時に存在することになりま

す。また、その描画においても多くの構造的矛盾を含むため、実際の映像と重ね合わせた時に画面上には多くのズレや不整合が生じています。

　しかし本作品が「絵画：写真：映像」として、あるいは「目：レンズ」としてなどに多くの矛盾を含んでいたとしても、ヤマガミがこの方法を

用いて「遠近感がほとんど発生しない風景」を描くには、「それが鴨川沿いの印象を描くのに最適ではないか」と確信したことにあります。ま

た、それはヤマガミが描こうとする対象がその場・その風景の「印象」であることをうかがい知ることができます。

　高さ2.5m・幅3.4mにおよぶ大型の画面に一点透視法と空気遠近法による作品《 都市の印象 》と、遠近法を廃することにより大和絵や浮

世絵にも似た新作《 鴨川の印象 》（高さ2.0m・幅7.7m、未完）の2点で構成される本展「印象の遠近」では、絵画における遠近法の違いを手がかり

に、写真（レンズ）や絵画（目）による視覚体験の差異とともに、それらと私たちの「印象」との差異についてもまた、思いを巡らせることがで

きるのではないでしょうか。
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本展の周知・広報にご協力頂ける際に、広報用画像をご用意しております。本リリース掲載画像からご希望の画像番号および掲載媒体情報を明記の上
【info@galleryparc.com】迄ご連絡ください。尚、個人の鑑賞および利用を目的とする場合は、画像の貸出しはお断りしておりますのでご了承ください。

展 覧 会 名  印象の遠近　Perspective of Impression
出 展 作 家  ヤマガミユキヒロ　Yamagami Yukihiro

会 　 　 期  2019年4月12日［金］ ─ 4月28日［日］　11：00～19：00　　月曜日休廊 / 金曜日のみ20：00まで

主 　 　 催  ギャラリー・パルク
料 　 　 金  無料
会 　 　 場 Gallery PARC［グランマーブル ギャラリー・パルク］　　〒604-8165 京都府 京都市 中京区 烏帽子屋町 502 2F～4F　　MAP
ア ク セ ス 地下鉄烏丸線「四条」駅・阪急京都線「烏丸」駅22・24番出口より徒歩7分。地下鉄烏丸線・地下鉄東西線「烏丸御池」駅より徒歩7分。
 室町通・六角通 北東角　室町通側入り口より2Fへ
問い合わせ Gallery PARC （正木・村田・岡田）　〒604-8165 京都府 京都市 中京区 烏帽子屋町 502 2F～4F
 TEL= 075-231-0706　　FAX= 075-231-0703　　MAIL= info@galleryparc.com　　HP= www.galleryparc.com

時間とともに移ろい過ぎ去っていく風景を写真やビデオでスケッチしてみると、普段見落としていた景色と出会います。サンプリングされた景色の
断片の中には、驚くような美しい表情や、神秘的な表情、ぞっとするような瞬間があります。その中で出会う興味深い瞬間を、僕は掬い上げて、物語
を組み立てています。

これまで古典的な西洋絵画での作画方法である透視図法構図によって、絵画と映像（カメラ）を用いて作品を制作してきたが、京町家が川に沿っ
て南北に並列する鴨川の風景を描こうとした時、そこにはまるで奥行きが消えて、なるほど多くの大和絵や浮世絵などが平面的に作画しているの
は、このような印象を描くためなのか、と考えたりもしました。

常に対象物の正面に立ち、パースペクティブを平坦にすることで、鴨川の風景を正確に捉えることが出来るかもしれない。
本展展示作品は、その第一歩になる作品なのです。

ヤマガミユキヒロ

Perspective of Impression
印象の遠近

ヤマガミユキヒロ
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https://www.google.co.jp/maps/place/%E3%80%92604-8165+%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%BA%9C%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%B8%82%E4%B8%AD%E4%BA%AC%E5%8C%BA%E7%83%8F%E5%B8%BD%E5%AD%90%E5%B1%8B%E7%94%BA%EF%BC%95%EF%BC%90%EF%BC%92/@35.0074395,135.7559555,17z/data=!3m1!4b1!4m5!3m4!1s0x60010884c127a205:0x351f7b87bbf3b33f!8m2!3d35.0074395!4d135.7581442?client=safari&rls=en&q=%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%B8%82%E4%B8%AD%E4%BA%AC%E5%8C%BA%E7%83%8F%E5%B8%BD%E5%AD%90%E5%B1%8B%E7%94%BA502&oe=UTF-8&gfe_rd=cr&um=1&ie=UTF-8&sa=X&ved=0ahUKEwihqauJo_vVAhUJXrwKHYgtBj8Q_AUICigB&shorturl=1
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ヤマガミユキヒロ
Yamagami Yukihiro

http://www.yamagamiyukihiro.net

Profile
1976年大阪生まれ。2000年　京都精華大学美術学部卒業。日常で見慣れた風景を鉛筆や墨などで描画した絵画に、同一視点から撮影した映像をプロジェ

クターによって投影する「キャンバス・プロジェクション」という絵画に光と時間を取り入る独自の手法により作品を制作。これまで東京ステーションギャ

ラリー、アサヒビール大山崎山荘美術館、川崎市岡本太郎美術館などでの展覧会に参加。また、2014年からは能楽とのコラボレーションによる「noh 

play」というプロジェクトに取り組み、2016年に「noh play 2016」（札幌市教育文化会館）、2017年に東アジア文化都市2017京都開幕式典にて「noh 

play TAMURA」（ロームシアター京都）の舞台芸術を担当。

都市の印象
impression of a city

2013-2014
pencil on painted plywood, colour high 

definition video projection
10 min 10 sec

w:340cm x h:250cm x d:4cm
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C.V

Exhibitions

2018 土木展 in 上海（Modern Art Museum, 上海）
2017-2018　NGVトリエンナーレ（ビクトリア国立美術

館, オーストラリア,メルボルン）
 〓 air scape / location hunting 2017（Gallery 

PARC, 京都）
 〓 星空のすいぞくかん（佐賀県庁展望ホール）
2016 光の庭（京都府立陶板名画の庭）
 〓 個展 location-hunting（尼崎A-Lab, 兵庫）
 〓 土木展（21_21 DESIGN SIGHT, 東京）
 〓 個展│Air Scapes（SIAF project room, 札幌）
2015 まちの中の時間（尼崎A-Lab, 兵庫）
 〓 Media Butterfly in Arita 2015（深川製磁本

店, 佐賀）
 〓 たかさき発！ 鉄道とアートの旅（高崎市美術館）
 〓 個展│Noises,Crowds,and Silent Airs

（Gallery PARC, 京都）
 〓 テンプス・フーギット - 大山崎山荘とヤマガミユ

キヒロの視点（アサヒビール大山崎山荘美術館）
2014 Media Butterfly（香蘭社赤絵町工房, 佐賀）
 〓 TARO賞の作家Ⅱ（川崎市岡本太郎美術館）
 〓 窓の外, 恋の旅。/風景と表現（芦屋市立美術博物館）
 〓 あさごの森で光と影のピクニック（あさご芸術の

森美術館）
 〓 コラボレーション　林宗一郎×ヤマガミユキヒロ 

- Noh Play-（Gallery PARC, 京都）
2013 六甲ミーツ・アート芸術散歩2013（六甲山, 兵庫）
 〓 すみだ川アートプロジェクト2013（アサヒアート

スクエア, 東京）
 〓 個展│little trip（Gallery PARC, 京都）
 〓 re:framing-表情の空間-（京都芸術センター）
2012 始発電車を待ちながら（東京ステーションギャラ

リー）
2011 個展│Sheltering Sky（Gallery PARC, 京都）
 〓 multiple（prinz, 京都）
2010 個展│Sampling Your Memory（Gallery 

PARC, 京都）
 〓 not easily seen（此花メヂア, 大阪）
 〓 TASTING ART EXHIBITION（阪急メンズ館, 大阪）
 〓 個展│SleepWalking（neutron tokyo, 東京）
2009 Mirage（同志社大学京田辺キャンパス, 京都）
 〓 Art Osaka 2009（堂島ホテル, 大阪）
 〓 個展│SynchroniCity（neutron kyoto, 京都）
2008 TSCAコレクション展 （Takuro  Someya  

Contemporary Art, 千葉）
 〓 第11回 岡本太郎現代芸術賞展 （川崎市岡本太

郎美術館）
2007 Kosh inaka  Masah i to  +  Yamagami  

Yukihiro（Café le baobab, 京都）
 〓 個展│LightScape（neutron kyoto, 京都）
2005 新鋭選抜展2005（京都市文化博物館）
 〓 個展│NightWatch （gallery SOWAKA, 京都）
2004 個展│The Disorderly Space（neutron B1 

gallery, 京都）
 〓 Human Notation（gallery coco, 京都）
2003 Art  Court  Frontier  2003 （Art  Court  

Gallery, 大阪）
 〓 個展│Noises , Crowds And SilentAirs

（neutron B1 gallery, 京都）
 〓 neutron B1 gallery, 京都
 〓 個展│Nonfictional Fiction（gallery coco, 

京都）
2002 neutron B1 gallery, 京都
 〓 gallery coco, 京都

Shinjuku Calling
2013-2014

pencil on painted plywood, colour high definition video projection
8 min 56 sec　　w:330cm x h:205cm x d:4cm

Noises, Crowds, and Silent Airs
2015

pencil on paper, colour high definition video projection
7 min 17 sec　　w:130cm x h:60cm

光景｜有田
Lightscape / Arita

2017
pencil on painted plywood, colour high definition video projection

10 min 59 sec　　w:300cm x h:150cm x d:4cm
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2001 個展│都市の印象 （gallery DEN, 大阪）
 〓 個展│都市の印象（Gusto House, 神戸）
 〓 Mio 写真奨励賞 新作発表展（天王寺Mio, 大阪）
 〓 個展│都市の印象（gallery coco, 京都）
2000 SYSTEM 2000 （gallery 射手座, 京都）
 〓 Mio 写真奨励賞2000（天王寺Mio, 大阪）
1999 個展│存在の表現 （gallery coco, 京都）
1998 gallery coco, 京都

Performance
2017 noh play -TAMURA-｜東アジア文化都市

2017京都（ロームシアター京都メインホール）
2016 noh play 2016 -Traditional Trial-（札幌市教

育文化会館, 札幌）
2014 noh play 2014 -Traditional arts Variety 

box-（京都芸術センター）

Awards
2008 第11回岡本太郎現代芸術賞 特別賞
2000 Mio Photo Award 2000 優秀賞

Public collection
 〓 ビクトリア国立美術館（オーストラリア,メルボルン）
 〓 京都府立総合資料館（京都）

東京駅の眺望
view of Tokyo station

2012
pencil on painted plywood, colour high definition video projection

5 min 57 sec　　w:400cm x h:100cm x d:4cm

個展│air scape / location hunting 2017（Gallery PARC, 京都）　会場風景

2016 noh play 2016 -Traditional Trial-（札幌市教育文化会館, 札幌）　会場風景
photo.Hisaki Matsumoto


